
令和元年度滝川市農業振興基金運用会議の開催結果について

開催日時 令和元年６月18日（火）午後１時30分～午後２時20分

開催場所 滝川市役所 ３階 302会議室

出席状況 【委員】

出席：山岸委員長、川本副委員長、長瀬副委員長、佐藤委員、藤田委員、岩崎委員

葛西委員、岩谷委員

欠席：渡邊委員、

【滝川市（事務局）】

産業振興部農政課 和田課長、本所係長、小林主任級主事

議事内容 １ 開会

２ 委員長あいさつ

山岸委員長から今年の農作物の生育状況についての報告と議件について忌憚のな

い意見をいただきたいとの挨拶があった。

３ 議件（議長：山岸委員長、資料説明：小林主任級主事）

(1)農業振興基金の積立状況について

事務局から資料に基づき説明した。

【説明】 昨年度の資料の金額に誤りがあり、今年度の金額が正しい数値である。

平成30年度については、基金事業に充てるための基金の取り崩しは行ってい

ない。

【質疑】 基金の取り崩しがないと、財源はどこから充てているのか。

【説明】 一般財源から支出している。財政課によると、平成30年度はふるさと納税が

好調だったことなどにより、一般財源の繰越金を財源とすることができたとの

こと。

次年度以降も基金取り崩しが必要ない状況となれば取り崩しを行わないが、

その可能性は低いとのこと。

(2)農業振興基金事業の実施状況について

・滝川農業塾について

・平成30年度滝川農業塾活動状況及び収支決算

・令和元年度滝川農業塾活動計画及び収支予算

事務局から資料に基づき説明した。

【質疑】 ＪＡ青年部などの道内外研修や海外研修に対する助成は可能か。

若い農業者の中には、新しい技術の習得等に意欲があり、ヨーロッパの農業

を視察したことにより世界観が変わったという者もいる。青年部としても助成

が可能なら毎年２～３人、研修に行けるようにしたいと考えてる。

【説明】 要綱に定める基金事業の中には、「道内・道外・海外の先進地研修派遣」も

含まれているので、助成制度を設け予算措置すれば助成することは可能。

しかし、現状では基金を活用した助成制度がないので、すぐに助成すること

はできない。



現行の制度の中では、滝川市元気な農業づくり事業補助金や各種協議会の助

成があるが、いずれも金額は少額である。

(3)その他

事務局なし

出席者から

【質疑】 花嫁対策について、芦別市では婚活事業でカップル成立の実績もある。市で、

農業者限定ではなく広く市民を対象とした婚活イベントを開催できないか。

【説明】 過去に農政課で農業者を対象とした事業を実施したこともあるが、当時参加

者が少なかったことなどもあり、現在のところ実施する予定はない。

最近では民間の結婚相談所やＳＮＳを利用したものなども増えているよう

なので、それらを活用してほしい。

市民を対象とした婚活事業については、会議でそのような意見があったこと

を所管課（子育て応援課）へ伝える。

会議資料 会議資料

会議次第

資料１ 農業振興基金の積立状況

資料２ 滝川農業塾について

資料３ 滝川農業塾 平成29年度事業報告及び収支決算

資料４ 滝川農業塾 平成30年度事業計画及び収支予算


